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 いずみ後援会は、学校や PTA とは別の、宮城教育大学附属小学校独自の教育支援組織です。「保護者が

主体となって運営し、学校と連携して、子供たちの教育環境の充実をはかる」という理念のもと、学校や

PTA でまかなえない資金面の補助をしています。 

運営の手順としては、学校や会員の皆様からの要望や依頼を受け、いずみ後援会役員会にて協議・精査

をしたのち、物品の購入または補助、先生方への教育活動支援をするという形をとっております。役員一

同、皆様の声を大切にしながら、学校側と協力し、より良い子供たちの学校環境づくりに尽力したいと思

っております。今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

後期の主な購入物は下記のとおりです。 

（1）低音オルガン（音楽合奏用） （2）ポストバー（体育）       (3) 児童用図書 

（4）ウッドブロック・クラベス  （5）クリアカップ（図画工作教材） （6）モニター3 台 

（7）オルガン修理         （8）ｉＰａｄ修理         （9）公開記録写真 

(10)ラインパウダー 

 

 

 

【低音オルガン】 
合奏活動において、演奏の幅が広がりました。 

【ポストバー】 
ボール運動において、子供の活動を支えました。 
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＜ほかにも以下のような使途がありました＞ 

 

・公開用生花 

・消毒液 

・合唱の会ピアノ調律 

・パステル 12 色セット 

・いずみタイム講師謝礼 

・朝日小学生新聞 
 

 

 

 

 

【児童図書】 
子供たちが楽しみにしている新しい図書です。 

【ウッドブロック・クラベス】 
音楽づくり用の楽器で、公開研究会でも使用し

ました。 

【クリアカップ】 
場所や空間を活かした作品がたくさん生まれました。 

【モニター3台】 
パソコンを使用した仕事の効率が上がり、 

先生方の働き方改革が進みました。 


